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本
表
で
は
企
業
階
層
別
の
：類
型
は
わ
か
ら
ぬ
が
、.
多
く
.の
他
の
資
料
か
ら
推
察
し
て
中
小
企
業
の
上
層
の
柏
当
の
部
分
、
と
く
に
本
表
年
次
の
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.昭
和
三
四
年
以
降
、
^ .
^

の
^

ぽ
長
下
で
の
ぴ
た
部
ロ
の
申
ル
企
業
の
±

層
の
#

く
は
、
へ
ロ
ン
ド
シ
. :
-1
テ
コ
ノ
ミ
.ス
.
ト
：卜
が
賞
讃
し
た
、

優
秀
. 

発
展
企
茱
、
成
長
0 :

茱
を
優
遇
し
て
、
低
能
率
企
業
は
消
滅
さ
せ
"

斜
陽
産
業
は
構
わ
な
い
と
い
ぅ
政
府
の
成
長
政
策
の
下
に
あ
っ
て
、
成
長
す

る
I*

大
企
業
の
下
請
系
列
傘
下
に
あ
っ
：た
も
の
.
と
思
.わ
れ
を
。：

も
ち
ろ
ん
独
立
中
小
企
*

が
:-
»
中
堅
：企
業
1-
:
:に
.ま
で
自
主
性
を
：余
り
失
わ
ず
に
成

:■
- 

.

.

.
一

長
し
た
も
の
.も
相
^

数

あ

0
た
こ
と
.を
否
定
す
る
.も
の
で
は
な
'い
0ド 
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付
記〕

.
私
の
思
お
ざ
：る
多
忙
.ど
連
筆
の
た
め
/
切
に
大
ー
変
.お

く

れ

;
予
定
め
半
ば
に
も
達
^
ぬ
の
：に
す
で
に
枚
数
も
約
東
に
迪
く
な
っ
'て
し
ま
っ
た
の
で
，
 

'米
完
办
ま
ま
、
'/
•つ

ぎ

の

：機

会

に

完

成

：

(

下
編)

、
を
譲
り
先
い
と
思
ぅ
。
本
都
合
を
編
集
者
：に
お
わ
び
す
る
。ゾ
下
編
の
予
定
は
つ
ぎ
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。

■

.

三
、
沖
小
企
業
め
構
造
変
化
：(

続)

と
'

:.
n

階
層
構
成
の
変
化
：(

階
層
分
化
と
上
昇
運
動
、..「

中
堅
企
業」

問
題)

.-
..
.

■  

.

.'
平
へ
設
備
投
資
分
析
と
金
融
土
の
問
題

'

'
:

■

 

'
r 

V.

:

]v
企
業
系
列
と
卞
請
の
変
化
ム 

-

•

:
:
¥

労
働
構
造
の
变
化
：

.:

..

.

'

造
的
変
化
の
.総
括
：

.
:
.
'
/
.
;

■

■•

■
四
、
今
後
の
政
策
的
展
望
':
:
:
. 

:
'

I
,
中
小
企
業
菡
本
法
と
そ
の
関
速
法
規
お
ょ
び
財
政
的
裏
づ
け
の
検
討

n

中

小

企

業

政

策

の

あ

る

べ

き

方

向

. 
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租

税
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戦
後
か
ら
現
在
に
い
た
る
日
本
経
済
の
著
し
い
発
展
は
、

企
業
：の
た
I

る

高

農

長

に

ょ

っ

■で
支

え

ら

れ

、

ま

た

そ

れ

な

く

し

て

は
達
或

し
 

え
な
か
っ
た
こ
と
は
衆
目
の
認
.め
る
と
こ
ろ
で
あ

る

。

企

業

の

慶

成

長

は

、
租
税
面
か
ら
み
れ
ば
、
と

り

も

な

お

さ

ず

企
業
の
負
担
す
べ
き
税
額
の
飛
躍
的
増

大

と

な

.っ

て
現
わ
れ
て
く
る
。
企
業 

の
ん
担
す
べ
き
租
税
が
量
的
に
増
大
の
底
合
を
加
え
、
か
つ
そ
の
種
類
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ

と

':に

：応

じ

て

、

租
税
が
企
業
の
^
!
志
決

定

に

あ

た

 

え
る
効
果
は
、
全
般
的
か
つ
複
雑
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

い
わ
ゆ
る
企
業
課
税
は
：、
企
業
の
可
処
分
所
得
^

^

そ

れ

が

企

業

の

議

資 

金
の
大
半
を
削
減
す
I

ら
ば
、
.
生

産
水
準
を
錐
持
な
い
し
拡
大
し
ょ

2

す
る
企
業
の
能

力

に

影
響
す
る

は

ず

で

I

。

：

.販
^

れ

た

財
•

用
役
の
価
格
に
追
加
さ
れ
る
な
ら
ば
、
企
業
の
コ
ス
ト
I

響
が
S

ぶ
。
'

I

い
ば
企
業
^

に
多
く
引
き
下
げ
る
ょ
ラ

に

み
ら
れ
た
と

ぎ

.：

は

、

企
業
の
.投
資
意
欲
は
影
響
を
蒙
ら
絵
を
.え
な

1 :
2

重

た

0 :
:

|

|

業
が
負
担
す
べ
き
租
税
の

震

も

少

な

く

な

い

。
法
人
企
業
に
限
っ
J

て
も
、
法
人
所
得
5

し
国
税
.と
し
て
法
I

が
、
：地
方
税
と
し
て
法
人
住
|

、

_

租

税

政

策

と

企

業

.の

活

動

.

..
.

.1

九

(

三
九
五)



年 度
闺 税  

(T./Y)

地 カ 税  

( TJY)

合 計  

(T ltT2/Y)

法 人 税  

(Te/T.)

法 人 企 萊  
负 . 担 率  

( T W

1934〜36 8.5% . 4.4% 12.9% , 10.3% 8.6%
1955 14.0 5.6 20,8 . 20.5 42.5

56 14.3 6.0 20.9 23.9 37.6
57 14,6 6.4 19.7 30.3 48.7
58 14.0 6.4 20.4 ' ■ 25.9 48.5
59 13,7 6.1 . ; 19.8 28.5 39.1
60 152 6.3 21.5 31.8 43.4
61 ノ 16.2 6.6 22.8 32.6

* 日本租税研究協会，税_ 研究参考資料集, 1 % 2。税制調査嘉，W面の税制改正に関する 

答申， 1960 „

林 Y  = 国民所得， = 国税，T2= 地方税，Te：= 法人税, 尤 = 法人利測， 士企業の魚担す 

る法人税, 法人住民税, 事業税。 ノ

「：  ： .

諫

咨

れ

％:お

欢

、
；：戦

中

、
戦

狭

を

通

乜

て

考

1'
:'
-®
^
:

の

顧

及

で

養̂

：
免
：の
：
ほ
か
£

業

用

埘

産

ぬ̂
し
^

ノ
パ
の
，ご̂
ぎ

:«
々
：0
消
費
税
の
ー
な
、か
^
も

詨

特

：廳

業

が

：負

担

と

：
し

て

衰

過

电

.き
な
い 

:

.%
^
も

あ

る
-,
0

#
種

企

業

；の

成

長

過

程
^
ギ

い

：
て
：
：は
,:
>
.
こ
れ
ら
祖
税
の
負
担
増
加
率
. 

■:
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
'に
せ
ょ
、
総
体
と
し
て
の
企
業
.の
税
負
担
額
増
加
：の
傾
向
は
避 

:

く

：ベ
：
く

も*:い
。：：：：

だ
と
す
れ
ば
、
増
加
す
る
税
負
担
は
、」

企
業
の
経
済
活
動
の
：水
準

.
と

癍

様̂

な

：ん

ら

が

董

要

：な

影

響

を

も

た

ら

す

：の
：
で

.队

な
^-
^
ろ
ぅ
.か

。
.

.

.
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-
- 

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

:企
業
に
直
接
課
省
れ
る
租
税
に
加
ぇ
.て
、
企
業
の
関
心
を
ひ
く
べ
’き
祖
税
問
題

は
、
民

麗

篇

動

S

占
I

租
税
の
>

1

で
！

政
府
の
手
中
に

吸
収
さ
れ
る
粗
税
は
、
民
間
経
済
活
動
全
般
に
対
し
抑
庄
的
に
働
き
、
個
別
企
業
の

活
動
に
つ

い
て
も
間
接
.的
に
.制
約
す
る
条
件
と
し
て
着
目
す
る
必
要
が
あ

る

か
ら

だ
。.
と
り
わ
け
租
税
負
担
の
現
状
に
つ
い
て
、

「

わ
が
：国
の
税
負
担
は
、
戦
前
と
比

ベ
て
相
当
高
く
な
っ
て
い
：る
.の
み
な
ら
ず
、
諸
外
国
に
比
べ
て
も
国
民
所
得
の
水
準 

-
(

2)  ■  

•

:

.の
低
い
割
合
に
重
い」

，
と

さ

れ

て
.

い
る
今
日
.で
は
、
税
負
担
に
ま
ず
触
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
ぅ
。

,
税
負
担
の
指
標
と
し
て
は
、
国
民
所
得
.に
対
す
る
税
負
担
の
割
合(

租
税
魚
担
率)  

.が
広
く
用
い
を
れ
て
以
る
。
表
I
に
ょ
る
と
、
わ
が
国
の
戦
前
租
税
負
担
率
は
ほ
ぼ 

一' 
一
一
ー
％

、

戦

後

の

平

均

放

大

体

ニ

ニ

 
％

で

あ

つ

て''
税

負

担

の

現

状

は

戦

前

に

く

ら

へ
て
力
な
り
I
f
と
い
う
声
を
藝
き
し
て
い
る
ょ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
繼
の
税
負
担
の
国
際
比
較
に
ょ
る
と
、

I

国

は

ィ

ギ

リ

ス

の

 

五
f

上
限
と
し
て
お
し
な
べ
て
ニ
〇
％
以
上
で
奢
の
に
対
し
、
挺

濃

は

ィ

ン

ぶ

^

般
に
租
税
負
担
率
は
先
謹
ほ
：I

I

霞

ほ

ど

低

I

う

傾
向
が
み

■

群

そ

i

に

つ

し

て

.
軽

タ

し

く

馬

す

る

こ

と

は

：で

き

な

い

：。

.t
f
し
ろ
税
負
担
そ
の
.も
：の

民

間

経

済

主

体

に

」

X
、
か
ナ
第一

次
^
:
5

と

解

す

へ

きI
あ
っ
て
.
吟
味
さ
る
べ
き
も
の
は
租
税
制
度
の
構
造
と
そ
の
あ

り

う

べ

き
経
済
的
効
果
で
な
け
れ
'4
,,

ら
な 

I

。

'.
. 

■

.
•
 

, 

.

'

い

(

伊
大
知
良
太
郎
•
桐田
尚
作
編
、
企
業
の
.雲

予

逻

. 

I

し
た
も
の
で
I

.企
業
の
.経
済
活
動
I

よ
ぼ
1

業
I

の
効
f

 

’ 

I

的
视
I

下
で
纏
め
、
 

文
献
は
I

に
し
て
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
■本
稿
が
そ
の
間
隙
を
.す

.
'
授
I

御

.塞

ら

ず

、：.貴
重
I

唆 

ぃ

が

し

そ

志

I

な
効
果
を
通
じ
そ

:

疆•(

2)  

”税
■

查
会
編「「

税

制

調

謂

答

申

及

び

そ

の

審

議

の

§

と
経
過
®

明

一

含

 

 ̂

て
：';
:
"

(

3
> H

.  

o
s

f

 

f

 O
f  

0

0

1

1 in

 G
lm

¥-n
a

r
p

lt  o
f  lu

s

 c
o

u
l,  

!

I
 

f

l
 

f

. 

y

--
'

^
業
ゆ
決
定
と
課
税
の
巍
果
'-
、

ザ

裏
 

’；'. 

v
y 

.
■■
'
.
- 

:

企
業
が
負
担
d

租
税
に
つ
ぃ.：

て
も
ほ
■

様
に
解
管
こ
と
が
l

，

s

ン
表
n
.
は
、
現
在
i

法
人
I

ざ
れ
I

要
租
税
f

.

.租
税
政
策
と
炎
業
の
活
動
'
.
..
.

-

.

.

.

.

.



%
 .

一ー.亩
万
円
を
超
え
る
と
三
.八
％ 

(

支
私
配
当
と
受
取
.配
当
の
差
額
に
対
し
て
は
、-
別
個
に
そ
れ
考
れ
'.一
一
四
％
;と
ニ
八
％)

'で
あ
る
。

府
県
民
税
と
市 

町
村
民
税
は
綜
合
し
.て
，
法

人

税

額

の
5

ー
,
五
.％

で
t

。

事

業

税

は

七

％

か

.ら

；
一
一
一
％
■ま

で

，の

段

階

税

率

で

あ

っ

て

、

そ

の

i

.は
法
入
税
額 

算
定
の
！
！
税
標
準
ど
な
る
所
得
'€
>.討
算
上
損
金
と
し
て
控
除
さ
.れ
る
。.
%
れ
ゆ
え
法
人
所
得
.に

対

す

る

，こ

れ

ら

の

税

の

綜

合

実

効

税

率

は

、

表
の 

こ
と
く
以
上
.の
税
率
を
そ
の
ま
ま
合
計
し
た
表
面
税
率
ょ
り
も
低
下
す
る
。;:
加
'え
：て
日
本
.め

沲

業

課

税

に

特

有

.：の

租

税

特

別

措

置

法

に

ょ

り

規 

定

さ

れ

た

各

：種

優

遇

措

置

を

：考

慮

す

れ

ば

、

実

効

税

率

は

さ

ら

に

著

し

く

低

卞

，す

る

に

到

る

.0
!響

.が

示

す

ょ

う

に
-'
大
法
夂
と
中
小
法
人
は
そ 

れ
ぞ
れ
表
面
税
碎
と
実
効
税
率
と
の
間
に
異
な
：っ
た
格
差
を
も
つ
；が
、
ょ
り
顕
著
な
格
差
は
大
法
人
と
中
小
法
人
と
の
間
に
み
ら
^
る
実
効
税
率 

の
格
差
で
あ
る
。
こ
の
ょ
う
な
格
差
は
、
も
と
よ
り
大
法
人
と
中
小
法
人
の
各
種
租
税
特
別
措
置
利
用
度
が
著
し
く
異
な
る
点
に
基
く
も
の
で
あ 

り
、
企
業
課
税
の
問
題
が
単
に
税
率
.に
の
み
：着
目
す
る
こ
と
で
は
足
り
な
い
：こ
と
を
、
•わ

れ

，わ

れ

に

教

え

る

：も

の

で

あ

る

。

と
こ
ろ
で
、
企
.業
が
な
ん
ら
か
の
政
策
目
標
を
掲
げ
て
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
意
志
決
需
行
う
ば
あ
い
に
：は
、
か
く
の
ご
と
く
複
雑
に 

作
用
す
る
企
業
課
税
は
、.
与
件
の
う
ち
に
組
み
込
ま
れ
て
企
業
の
活
動
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
：ろ
う
。
：
し
か
し
そ
の
規
制
の
仕
方
は
.、
企
業
課
税 

の
ご
と
く
直
接
に
当
該
企
業
の
雇
用
、•
賃
銀
、
投
資
、
.
.資
金
調
達
、，
財
務
、：
製
品
価
格
な
ど
に
対
す
る
諸
政
策
に
影
響
す
る
も
の
I

る
が
、
ま 

た
祖
税
の
全
般
的
効
果
が
国
民
所
得
の
流
れ
を
変
え
て
、
5

の
総
消
費
、.',
'
貯
蓄
、'
生
活
水
準
、
雇
用
、
資
本
形
成
、
生

産

、
分
配
、

.

景
気
循
環
，

ひ
し
て
は
経
済
成
長
に
も
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
り
間
接
に
影
響
す
る
も
の
：と
，が
：あ

る
. :

前
^
 ̂

後

 

者
は
巨
視
的
効
果
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
.
こ
，」

で
は
、：

企
業
が
選
択
的
意
產
定
を
作
成
す
I

f

 

\

t :
:
ず
考
慮
を
払
.う
べ

ぎ
外
生
的 

要
因
^
し
て
の
課
税
9-微
敗
的
効
果
に
つ
い
て
ー
瞥
し
て
お
'こ
う
。
 

>

課
税
.の
：微

視

的

効

果
.

1

般
に
租
税
は
納
税
者
に
ニ
つ
：の
全
く
異
な
っ
た
.効
果
を
：お
ょ
，ぼ

す

が

知

^
れ

第

'ー
に
：マ

企

業

で

あ

.れ

ば

限

界

税

率

の

增

加 

や
新
猶
め
租
税
が
.課
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
っ
そ
、
企
業
め
：可
処
分
資
金
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
§
。':こ
れ
は
通
常
租
税
の
所
得
効
果
^

:  

>

税
政
策
と
企
寒
の
活
動
ぐ

:

'

•

.

,

' •
i
 

I

* ⑴税制調査会当而や税制改正に関する答申，19卯。

⑵調査対象は，古国普通法人（利益会社のみ) の現事業年度分。

( 3 )实効税率どごp で呼ぶものは, 課税所得に貸倒準備金，価格変動準備傘，退職給与引当 

金等や準備金，引当金およびこれに特別償却額を加えた額から，交際，費の損金算入否認 

額を差し引いた額を分母とし，普通所得に対する拼額と猜立金，留保金額に対する税額 

との合計額から，蜇要物産および増資配当の免税額を差し引いた額を分子とレている。

表n 法人税等の率と実効税率との比較*

税 目、ベ、
得 ^ ^

法 人 税  

( A )

取 業 极  

( 損 金 算 入 )

府 県 民 ; 税  

( A X 5 . 4 % )

市 町 村 民 税  

( A X 8 . 1 % )

へ ... '. .パ

I f  -

；：',■. '  . -

表
年

1 0 0 方 円  

以 下

%
3 0 . 3 0

%
6 . 0 0

%
1 , 6 4

%
2 . 4 5

1%
4 0 . 3 9

面

税

年 1 0 0 万 円

超
3 0 . 3 0 9 . 0 0 1 : 6 4 ” . 2 . 4 5 4 3 . 3 9

lif
年

2 0 0 万 円

超 .

3 5 . 0 0
* *

■f . 

1 2 . 0 0 1 . 8 9 2 . 8 4 5 1 . 7 3

... .•

実

年 1 0 0 万 円  

以 下

%

2 8 . 6 8

%
5 . 6 6

- %  

1 . 5 5

%
2 . 3 2

%
3 8 , 2 1

効
年

1 0 0 万 円 -

超

2 7 . 8 0 8 . 2 6 1 . 5 0 2 . 2 5 3 9 . 8 1

率 :
年 ， 万 星 .

3 1 , 2 5 1 0 . 7 1 1 . 6 9 2 . 5 . 3 4 6 , 1 8

* 税制轉S 会, 税制, 查会答申, 1郞i 。
* * この_ は, 全法人の法人所得に対する平均配当割合30%について睦減税率が適用され 

ているものとして訐算されている。 ’

表r a 法人規模别税負担に対;する租税特別措置の影響*
. ..... ■ ： ■ .. . . . . .  ■■

年 麵 離
規梃別

、•... -■ .. ■ ■ ■.. 

法 人 税 税 ::率 '.表面 実効 .くノ 表面 実効
度 税率: 税率 (A-B) 税舉 税率 (a-b) (b-B)

㈧ (B) (b)
% % % % % % % . . .

1952 41.8 32.3 9,5 44.1 42.7 1.4 10.4 42% ぐ52.1.1.以降）

53 42.5 31.4 11.1 44.9 42.0 2.9 10.6
54 42.0 30,2 11.8 44.3 40.6 3.7 10.4 40% ( ’55.7.1,以降)
55 39,4 29.0 10.4 41.9 37,7 4.2 8.7 年 5 0万円以下35%^ 

" " 超 40%/'
，55.10.1，V 

以降づ
56 39,8 28,5 11.3 42.5 41.1 1.4 12.6 • . へ. . . . ' . ： •

，57.4 .1 .V
以 降 厂

57 39.8 31.0 8.8 43, 0 40,4 2,6 9.4 年 100万円以下3 
" " " 超 40%/\

58 39.1 31.3 7.8 40.0' 38.Q 2.0 6.7 年 200方円以下33%!/，58. 4 . 1.\
a a  ...” 超 38%/' 以 降 j
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も
の
；
で

あ

る

。
；
第
1_
:
邊

_

じ
聲
税
に
よ
っ
^
企
業
；は

欲

お

よ

び

活

動
' «

欲

全

般

，に

：
つ
：
い

^

態

度

を

変

：更

：

-1
.

、べ
結
局
ば
金
業
の
諸
政
策
に^
^

 

h

，
所

得

効

果

：
，
：

1>
.

か
し
企
業
の
政
策
転
換
办
誘
因
を
与
え
る
も
の
は
、
租
税
の
代
替
効
果
だ
け
で
は
な
い
。
経
常
資
金
の
.供
給
が
一
定
と
仮 

定
す
れ
、は

課

税

に

よ̂

可
処
分
資
金
の
減
少
は
、
：
配.当
ま
た
，は
内
部
留
保
を
削
減
す
：る
か
、

：

な
い
し
は
：経
常
資
金
の
削
減
か
と
い
ぅ
決
定
に
導
. 

く
で
あ
.
ろ
ぅ
。':'
:
:
前
者
：の
ヶ
丨
，ス
で
は
株
主
ま
た
ば
企
業
：の

.
所

得

減

少

に

導

き
--
後

者

で

齡
 

得
減
少
に
導
く
セ.
あ

ろ

：
ぅ

。
，
さ

.ら
に
経
常
資
名
供
給
ー
定
の
；仮
定
を
：は
ず
せ
.ば
、:'
-

製
^

く
こ
と
<

あ
ろ
ぅ
。
,'
-:

と
れ
ら
：い
ず
れ
か
の
組
合
せ
に
上
°

て
，
*ヾ

需
要
者
等
の
負
担 

と
な
つ
て
転
嫁
さ
れ
て
：ゆ
ぐ
こ
と
、に
な
る
。
.
こ
：の
截
顧
な
ら
'
ぴ
に
：帰
着
.
の
：問

題

に
0

心
て
.は
後
に
述
づ
 

.

：

留
意
さ
る
べ
き
点
は
、
こ 

の
よ
ぅ
な
所
得
効
果
は
す
べ
て
租
税
の
第
一
'

次
的
ま
た
は
直
接
的
効
果
であ

：，

つ
：'て
、

こ
.

れ
は
第
一
*

し
、
企
業
の
活
動
水
準_

|

|

:

と

慕

。
：

.

;

^

;

.

,

:

代

替

効

果
.

代
替
効
果
は
し
わ
は
納
税
者
の
行
動
の
限
界
に
.
お
'

い
：て
.
作
用
^-

る
。
.-
;

限
界
税
率
、が
高
ま
る
に
つ
れ
て
：、
企
業
の
決
定
は
変
更 

す
べ
き
か
否
か
と
い
ぅ
誘
因
が
強
ま
る
で
あ
ろ
ぅ
。
限
界
税
率
が
高
け
れ
ば
高
い
だ
け
、、
：そ
1.
:
て
，高

利

潤

を

あ

げ

て
V'

る
企
業
は
そ
吃
だ
け
、

'1 

常
税
負
担
.
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
よ
ぅ
努
め
る
は
ず
で
あ
る
。
所
得
効
果
は
、
'.

ー
：定

額
0:

貨
幣
が
諌
税
1

よ

り

徴

.収

さ

れ

る

と

い

ぅ

事

実

の

結

果
 

生

ず

る

も

の

で

专

、
.

そ
の
結
果
と
し
て
企
業
の
行
動
型
•

は

修

正

を

迫

ら

れ

る

"

」

ざ

 

の
を
.
や
め
る
：か
：

み
ず
か
ら
選
択
す
る
.

こ
と
は
で
き
な
：い
。
：
代
替
効
果
の
.

ば
あ
い
：.は
-

れ
と
は
逆
に
‘

：
i

榨
ヵ
す
る
よ
ぅ
.
な
行
0

を
始
.
め
る
か
始
め
な
い
か
、

と
い
ぅ
，段
階
で
作
用
す
る
も
の
で
.
あ

：
る

：
。

か

：
り

に

法

人

税

の

.

増
徴
が
：予
期
さ
れ
る
な
ら
ば
、
 

こ
れ
ま
で
有
利
と
み
な
さ
れ
^

い
た
投
資
も
不
利
と
な
る
こ
と
も
.
あ
ろ
夕
p

;:
-:
利

益

を

う

る

見

込

み

が

減

少

す

れ

ば

一

、
.
さ

ら

に

進

ん

で

投

資

し

よ

ぅ
 

と
：す
る
決
意
：は
阻
害
さ
れ
る
で
：ぁ
ろ
ぅ
。
普
通
に
は
、
''

増
税
：に
：ょ
り
も
た
.

ら
さ
.
れ
た
代
替
効
果
は
投
资
の
減
退
.

に
.
導
く
と
考
ぇ
ち
れ
て
ぃ
る
。

と

い
う
の
は
、増
税

f

り
投
資
に
と

4

い
|

蕩
失
の
見

I

I

少
I

1

代
霄
果
力

f

て
し
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
ら
で
あ
る
。

；

政
府
舅
は

.こ：■の：よ
I

租
税
め
代
替
効
果
を
.狙っ
て
税
制
上
に
新
た
众 

I

寒
け
る
。
た
と
え
ば
先
に
挙
ぼ

|

配
当
I

す
る
法
人
税
の 

代
替
効
果
を
期
待
し
て
実
著
れ
た

I

で
I

」

：と.は明 

I

保
簾
策

I

る
か
着
い

'
は
配
当
優
|

を
と

I

I

見
の
別

6

と
^
^
^
^
^
^

図
-!
4

本
J

逢

逢

翁

1

べ
免

.

1

^

^

象

記

る

象| ;
'-:

|

ぎ

ら
ば
当
然
要I

れ
て
I

措
置
|

。
|

|

:

|

い
I

る

性

格|

囲

の|

|

を

特

着

租

税

が

I

f

が
、
-

^

^

^

I

次

く

へ.力
ら
さ
：る
■

連

る

笔

税

と

次
 

っ
た
。；.し
か
し
そ
れ
は
、
I

I

替

業

の
I

雇

税
f

i

 

ト

.

霉

ど

の

：輝
の
：姐
税
効
果
£

1

、
：
企
業
の
決
定.が

家

よ

う
I

I

れ 

?1

て
、
，
企
業g

霞

i

l

.

祖
f

法
人
税.清

^

I

し
企
I

決
定
I

作
用
を
f

’
f

 

I

考
慮
S

め
；ね
ば
な
ら

見
分
所
得
をf

す
f

l

l

f

に
対
す
る
欲
望|

よ
り
I

 

く
し
て
|

意

欲
|

戟
_

の
面
力
ら
み
れ
ば
、，
ず

所

得

税

は

労

働

に

対

す

る

報

酬

を

削

減

す

る

書 

;

t
め
る
I

う
I

I

I

も

ミ

い

る
I

め
る
I

V

う
問
f

つ
い
て
：は
、パ
I

ま
I

I

水
準
f

 

ぐ
一
般
的
に
：
い

I

I

市

場

が

多

分
S

.

.

.

租税政策と
企業の活動
パ

. 

：
 

i

.

.

 

.

.

.

 

.

い 
ニ
五
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.



当
^
な

い

と

思

わ

れ

る

。
：へ

_

«
$
段
階
で
現
代
租
税
制
度
を
構
成
す
る
.各
種
租
税
が
:-
:
'
'
':ど
や 

れ
.る
.：の

に

対

し

、

：
消

费

税

、
に

'0
.い
.て
は
所
得
効
果
が
強
調
名
れ
::
'
相
^

ゆ
な
I
と
み
ら
れ
：て 

'
い
石

に
す
ぎ
な
'い
，。
，
そ

:̂

で
こ
^
で
；は
、：■-;
-.企
業
の
活
動
|

と
'く
に
投
資
活
動
一
^
-
に

直

接

影

響

を

与

.え

る

金

業

課

税

に

問

.題
^
し
.....

ほ
.り
.
:-
:
;節
を
改
め
...
て
検
討
を
加
%.
.
.て
.

み
.

ょ
う
.

/°
;、。 

.

.

.

. •,

へ
：：'ン

(

1)

；
、地
方
税
i
考
慮
に
含
め
る
，と
す
れ
ば
、
固
定
資
産
：税
::
'
m'
気
ガ
；
ス
：税
等
も
企
業
の
負
担
尤
：べ
：き
税
額
办
：う
ち
に
数

^
入
れ
：な
け
れ
ば(

な
ら
；な
.い
。
：
と
.り
わ 

.

.け
地
域
別.•産

業

別

い

企

業

規

模

別

の

：
税

負

担

格

差

に

論

点

，を

し

被

::
0
本

.

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
こ

で

は

、

地
方
税
ほ
国
税
に
準
じ
て
一
般
的
に
企
業
0
決
定
に
い
か
な
る
効
果
を
追
加
的
に
助
長
す
る
か
、".と
：い
う
こ
と
に
問
題
を
限

’

定

す

る

.
こ「

と

に

し

.
よ

う

0

';
:.
'

-

,

:

'
'
.
.
ぺ

へ

ぺ

ノ

ン

'
:
,
:
.
.
.

(

2
.

)  

：A.
.
 c

.:p
ig

o
u
..,,.  

.>.
.̂

;1
2/
 

_
 w
^

^

。
1̂
を aw

ce,.':1951,P
p.p5~

r62.  

0
. 

-̂̂
OTOP̂
-
 

^
3
. 

p 
b

l

^

u

^

i

f

 ed.,  

1
9
5
3
.

参
照
。
所
得
効
果
、办
代
替
効
果
と
異
な
る
面
は
、
課
税
に
ょ
り
企
業
が
蒙
っ
た
資
金
減
少 

を
企
業
が
償
お
う
と
す
る
行
動
の
う
ち
に
見
出
さ
る
ベ
き
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
.も
あ
る
.。
た
と
え
ば
^：
-ィ
入
1 C

ょ
る
と
、
通
常
新
税
の
所
得
効
畏
ま
あ
ら
か 

じ
め
予
■
さ
れ
.る
。：
所
得
税
で
あ
れ
消
費
税
'で
.あ
れ
，
企
業
の
所
得
、が
.稼
得
さ
れ
を
時
点
と
新
敗
が
，施
往
さ
：れ

.徴
税
さ
れ
る
ま
.で
に
か
な
：り
の
遅
れ
が
生
ず 

.る
。
そ
れ
ゆ
え
製
品
価
格
の
.引
上
げ
や
配
当
の
削
減
が
徴
税
.時
点
に
先
立
つ
と
き
に
お
い
'て
す
ら
：、
.：：
そ

九.^
所
得
効
果
と
.み
な
さ
る
べ
.き
で
あ
0
て
代
替
効
果 

•>
み
な
さ
る
ベ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
し
か
.し

所

得

補

偉

と

：
い

5

一
 

つ
の
基
準
は
、
所
得
効
果
と
代
替
効
果
を
区
別
す
る
必
要
か
つ
充
分
な
基
準
と
は
な
り
え 

な
し
代
替
^
果
の
多
極
の
@
標
も
所
得
撕
憤
に
あ
.る
ど
考
え
る
こ
と
ガ
'て
ぎ
る
.ヵ
ら
た
。..E

..G
.  

.
 

K
e
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th
e

 

T
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ニ
ニ
：.：
1

決
定
：と

企

雪

税

：；
入

.
：

二

企
業
課
税
が
投
資
に
与
え
る
効
果
を
検
討
す
る
.た
め
に
は
、
.あ
ら
か
じ
め
投
資
を
決
定
す
る
主
要
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
' 次
に
そ
れ
が
企
業
課 

税
に
よ
り
い
か
な
る
影
響
を
う
け
る
.か
を
.調
べ
.な
け
れ
.ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
周
知
の
よ
う
に
.、
..投
資
を
決
定
す
る
荽
因
は
複
雑
か
つ
多
元
的
で

あ
っ
て
、
い
ま
だ
定
説
に
よ
り
固
め
ら
れ
S

階
に
到
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
|

で
は
、
I

の
：投
資
活
動

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
か
に
.つ
い
て
は
立
人
る
こ
と
を
差
し
控
え
よ
う
。
ま
た
普
通
、
投
資
と
い
え
ば
少
な
く
と
も
設
備
投
資
と
在
庫
投
資
の
一
一
つ 

に
分
け
ら
れ
、
両
者
の
.決
定
要
因
な
ら
び
に
行
動
函
数
型
は
か
な
ら
ず
し
も
同
：一
で
は
な
い
た
め
；に
別
®

に
扱
わ
れ
て
：い
る
。
し
.か
し
こ
こ
で
は
、
 

個
”
企
業
に
よ
り
行
わ
れ
る
総
体
と
し
て
の
投
資
活
動
に
も
っ

ぱ
ら
関
心
を
集
.；め
、.；
'ま
た
企
業
課
税
と
の
関
連
で
投
資
の
決
定
要
因
を
、
⑴
予

想

 

収
益
を
通
じ
て
投
霧
因
に
雪
を
も
た
ら
す
も
の
と
、.
.⑵
内
部
資
金
お
よ
び
外
部
資
金
の
利
用
可
能
性
に

影
響
を
も
た
ら
す
も
の
の

ニ
.つ
に
大 

別
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。：
し
か
し
_

課
税
は
、
予
想
収
益
I

金
の
利
用
可
能
性
か
い
ず
れ

I

経

I

通

じ

て

投
資
に
影
響 

す
る
と
し
I

、
.後
I

ベ
る
よ
う
に
予
想
収
益
S

金
の
.利
用
可
能
性
に
.よ
り
制
約
を
う
け
る
.で
I

う
し
、
ま
た
そ
の
逆
も
考
え
ら
れ
る
。■  

こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
両
者
の
関
連
を
認
め
た
上
で
、
.
,ー
応
両
者
を
別
個
に
と
り
极
う
こ
と
.に
.す
る
。

.

(

I
A)

投
資
の
予
想
収
益
と
課
税 

；
，

I
ま
ず
企
業
課
税
が
.投
資
の
予
想
収
益
に
与
え
.る
影
響
か
ら
と
り
上
'け
よ
う
。
八I

が
投
資
ず
る
'こ

と

.に

よ

り

期

待

す

る

収

益

は

、

こ

れ

を

囊
 

に
解
す
れ
は
ぃ
資
本
の
回
収
額
、
⑶
危
険
負
担
に
対
す
る
報
酬
ノ
⑷
流
動
性
選
好
プ
レ
、、、
ァ
.ム
、
3
剩
余
、
の
四
つ
を
含
む
こ
と
に
な
ろ(

^
 

企
業
が
こ
の
よ
う
I

素
を
含
ん
だ
I

I
所
与
の
■最
低
限
度
.の
純
収
益
I

待
す
る
と
し
、
.か
：つ
投
資
計
画
表
が
弾
力
的
で
I

と

仮
定
'す

 ̂

は
高
率
の
企
業
課
税
ヵ
行
わ
れ
る
か
ま
'た

は

限

界

税

率

が

引

.上

げ

^
れ
る
こ
と
.は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ら
の
要
素
に
影
響
す

る
こ
と
.に
よ

り

、

投

.
 

資
に
対
し
て
比
較
的
大
き
な
抑
圧
的
効
果
を
お
よ
ぼ
す
と
.考
え
^ '
れ
る
。
へ
::
-
'

I

め

に

投

下

資

本

：の
：回

収

に

づ

い

て

.い
え
：ば

、.最

近

わ

が

国.に
お
い
て
税
法
が
定
め
.る
固
定
資
産
の
_
用
年
数
に
つ
い
て
全
面
的
改
訂
が
要 

望
さ
れ
て
い
，る
よ
う
に
、
企
業
課
税
は
無
税
で
資
本
0
回
収
を
認
^

て
：い
る
に
も
か
か
わ
^ '
ず

、-'
,
-
.
資

本

の

完

全

な

回

収

を

遅

ら

せ

ま

た

は

妨

げ

て
 

V
る
よ
う
に
t

v

こ
れ
は
か
な
り
投
資
誘
因
を
阻
害
す
劣
も
め
：で
あ
る
。へ：企
業
と
し
'で
ぼ
税
率
が
^
い
年
願
に
多
額
'の
償
却
を
希
望
し
、
ま
た 

税

率

不

変

の

は

あ

い

：
に

は

高

：い

償

却

率

を

も

0,て

す

る

資

本

め

早

期

回

収

が

常

に

望

ま

し

い

が

あ

^

こ
め
種
め
考
慮
は
投
資
決
定
之
少
な
か
ら
ぬ
一

租
税
政
策
と
企
寒
の
活
動 

：
 

、

.

'

..
こ
ご
/ :
'

、丨
ご
：
八

• 

• 

.

ニ

七(

四
〇
1ー1

)



.

へ
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.
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;
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-
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.

.ニA

(

四 

o 四)
影

響

を

与

え

る

で

あ

ろ

う

，
：第
ー
ー
の
危
険
負
征
報
酬
も
、
；：：
：今

日

0

て
無
視
す
る
こ
と
^

で
ぎ
な
い
--
通
常
、
-:
;
新
投
資
は
比
較
的
短
期
間
に
全
費
用
を
回
収
す
る
；見
込
み
：が
な
げ
れ
ば
行
わ
れ
難
い
と
い
わ
.れ
て)

ぃ
. 

今

b
か
し
瑰
代
の
よ
う
に
、'

>:

有
利
な
新
製
品
が
続
出
し
、；.；
あ
：る

い

ば

斬

新

な

生

產

エ

：

程

が

急

テ

^
ポ

に

導

入

ざ

れ

る

 

こ
れ
ま 

で
使
用
し
て
ぎ
た
資
本
財
は
ま
っ(

た
く
利
用
価
値
を
失
0
て
木
用
ど
な
っ
‘

/1
>
ま
う
で
あ
ろ
_
.
じ
い
わ
ゆ
る
陳
腐
化
で
.あ

る

。
.
も

し

も

こ

の

種

の 

危
険
僉
担
を
企
業
が
投
資
計
画
の
う
ち
に
含
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
投
資
を
誘
発
さ
せ
る
に
だ
る
予
想
収
益
も
ま
た
こ
の
種
の
危
険
負
担
に
対
応 

し
て
そ
れ
だ
け
.太
き
な
も
.の

で
な
け
：れ

ば
-な

ら

なW
。'
税

法

が

：定

め

る
'現
行
減
俯
償
却
法
^
^
^

数
を
規
定
し
て
レ

る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
規
定
に
は
恣
意
性
が
つ
き
ま
と
.う
こ
と
は
免
れ
難
い
。.
か
く
て
危
険
負
担
に
対
す
る
報 

酬
の
.大

部

分

，は

企

業

課

税

に

よ

っ

'て
削
減
さ
れ
、
た
と
え
法
人
税
法
に
.よ
り
欠
損
の
五
年
繰
越
> 
一
年
繰
戾
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
危
険

負

担

報

酬

に

対

す

る

企

業

課

税

：の
：影

響

を

完

金

に

中

和

で

き

る

と

は

い

：
い

難

い

。

.第
三
.の

流

動

性

選

好

プ
.レ
ミ
ア
ム
：に
つ
い
て
も
、
投
資
す
る
こ

•
--
.
.
.
.
.
. 

.
-

と
に
よ
っ
.て
償
う
ベ
く
期
待
さ
れ
る
プ
レ
ミ
.ア
ム
の
全
額
は
>

企
業
課
税
に
よ
っ
.：て

減

少

す
.る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
考
慮
は
、

と
く
に
法
、
税 

法
が
定
め
る
減
価
償
却
法
に
.つ
.い
そ
不
可
欠
で
あ
る
。
:'
'.も
し
も
税
法
：上
：の
減
価
償
却
率
と
企
業
会
計
上
の
減
価
償
却
率
.と
が
ー
致
す
る
ば
あ
い
：に

-....  

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 
-
. 

.

-

 

. 

. 

. 

: 

. 

! 

,

.

.は
、
へ
喪
失
す
る
流
動
性
の
規
模
は
法
人
税
に
よ
'っ
て
.影
響
.を
う
：け
な
い
0
け
れ
ど
:%
減
価
償
却
率
は
と
も
あ
れ
、
税
法
上
の
償
却
期
間
は
企
業
の 

予
.定
す
る
償
却
期
間
よ
り
も
#
い
0
が
普
31
で
あ
る
か
ら
ゴ
資
本
の
回
^
は
^
入
税
の
#

趴

に

よ

々

て

^

^

さ

れ

«
動
性
の
喪
失
は
罾
カ
す
る
。
. 

法
人
税
は
こ
.の
よ
う
に
し
て
流
動
性
選
好
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
引
下
げ
る
が
、
%
れ
は
フ
(1
)
両
期
間
の
^
ャ
：ッ)

プ
が
大
き
い
ほ
ど
、
(1
0
投
資
が
長
期 

の
も
の
で
あ
る
ほ
、ど
、
(1
1
1企
業
の
流
動
性
選
好
が
高
度
の
も
の
^
あ
る
ほ
ど
、
欺
資
を
抑
田
す
る
'よ
う
に
働
き
か
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
こ 

れ
ま
で
の
論
点
を
整
理
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
い
え
る
。
他
れ
事
情
に
.L
て
等
し
.い
と
：す
れ
：ば
、
.

：

企
業
課
税
に
へ
よ
：
っ

.て

.投

資

の

予

想

純

収

益

は

課

税 

負
担
金
額
だ
け
減
少
し
、
こ
の
税
負
担
が
企
業
の
投
資
政
策
決
定
に
当
っ
て
か
な
り
の
実
際
的
重
要
性
を
も
つ
こ
と
.は
殆
ど
疑
う
余
地
が
な
い
。
 

'
こ
こ
で
上
述
の
論
点
を
.明
確
.に
す
各
た
め
^

一.
例
を
掲
げ
よ
5
。
い
ま
企
業
霞
営
者
は
投
資
に
伴
う
危
険
負
担
；
流
動
性
の
：喪
失
•
機
会
費
弔

表

収益に対转之丨/尤令ザ益率（ =  r；)
す る 税 省 を う る た め に 必 裂 と  

' される年間税込収益率

16. 67 %

=  18.75

21,43

2も73

00

24.

30. 00

50.00

66

0.62

0.

10

20

30

33

38

50

70

お
よ
び
努
力
等
を
補
償
す
を
た
め
に
.、
fc
:
る

所

与

の

最

低

限

度

の

.
予 

.想
税
弓
投
資
収
益
率
デ
を
要
求
レ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
％
を
総
合 

が

企

業

課

税

率

と

じ

.、

.；

as

を
.
rを

実

現

す

る

：た

め

に

必

耍

と

さ

.れ

る 

■
^
'■
^
税

込

投

資

収

益

库

と

：す

.れ

ば
.、
：.：.555、.；：  

.  

_
r

.

.と
，
の

間̂
ま
、

切
I

I

の
：関

係

が

あ

致

。

W
こ
の
へ
関
係
式
か
ら
ぇ
ら
れ
た
表
^

で

は

ん

り

に

企

業

経

営

者

が

へ

裏

，
た
：
上

：
で

投

資

を

行

，

o

t

仮

定

す

れ

：
ば

、

'.
:

一o

%

の

税

率

の

下

で

は

税 

-

1

5
、
e

5
 

5

X
 

v

 

. 

: 

I

 

:

.

l

—

一
 

込

投

資

収

益

率

は

广

H
.

ハ
；

：
七
：
％

■で

な

騖

>
一..

.:

♦

一：
〇

％

て

な

け

れ

は

な

ら

な

い

：こ
と
を

f

て
い
る
。V

こ
れ
を
；わ

が

国

の
_

課
税
S

験
に
照
ら
し
.
.て
み
る
と
.、
着

昭

和

九

存 

年
平
S

企
業
課
税
の
実
I

率
が
S

 
.一へ1

2

ゃ

籠

は

投

資

を

行

ぅ
賴

て

戦

前

と同
じ
，5

%

め
f

投

資̂
^

7 
•

.
ク
I

 
く
一
一
.一〇
％
の
税
込
投
資
収
益
率
を
■期
待
せ
ね
ば
な
ら
な
が
つ

t

と
を
物
語
つ
：
で
：，い

る

。

.
同

時

に

と

：：
こ

基

目

す

べ

き

驚

企
 

業
I

税
率
が
I

:

か
ら
m
〇
％
引
上
げ
ら
れ
た
ば
あ
I

:

要
f

t

税
S

資

無

^

ら

萏

义
.

弓
上
け
ら
.れ
た
ば
あ
.い
に
.
は

八
-

|

.

の
1

^

さ

ら

產
0

|

|

8

に
引
霞
ら
れ
た
ば
あ
：いI

'

i

j

りf

率
が
同
一
の
I

I

I

と
じ
1

1

(

I

- -
:
課
税
の
投
資
抑
庄
的
効
果
を
緩
和
す
る

I
.

般
的
要
3

.

:

.
:

租
税
政
策
と
企
業
の
活
動：

.

:

-
九
 

S

O

S
 .



:

:前

節

で

検

討

じ

：た
^
欠
に
.、
：り

沲

業

課

税

羝

忠

っ

で

：金

業

0
投
賛
に
：対
す
る
予
變
益
率
が
減
退
.す
_る
結
果
、

.^
れ

は

投

資

活

動

.を

抑

制 

:い

デ

見

解

：は
広
く
認
ー
め
ら
れ
ゼ
い
：る

と

こ

.る
で
知
る
。.
.：，
げ
れ
，ど

も

企

業

課

税

の

投

資

：ぬ

対

す

る

抑

庄

的

効

果

は

，
そ

^

か
け
る
.い
く
つ
か
の
要
因
^
よ
っ
て
、-
ー：般
に
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
ヶ
な
規
模
で
：の
：童
要
性
を
も
づ
も
.の
で
は
な(

い
.と
も
考
£
.
ら
れ
る
。
。

"

'■
■:
そ
の
11
由
の
第
ブ
に
弟
げ
ら
.れ
石
4-
の
は
.，
：現
代
企
業
は
も
は
や
短
期
的
収
益
性
の
見
地
、の
み
か
^:
投
資
を
決
定
^

認
識
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
.
近
年
の
わ
が
国■
に
み
：ら
れ
た.
よ
う
に
、
説
備
投
資
の
大
半
は
市
場
の
分
け
前
と
競
^
上
の
地
位
を
維
持
な
い
し 

改
善
し̂

そ
れ
に
よ
ク
企
業
の
順
調
な
成
長
を
図
ろ
う
と
す
る
戦
略
計
画
の
構
成
要
素
と
し
て

^

経
営
者
に
よ
り
積
極
的̂
推
進
さ
れ
た
-こ
と
は 

疑
う
べ
く
も
な.
い
。
：
い
わ
ぱ
企
業
の
敗
返
を
回
避
1 .

よ
う
ど
す
る
動
機
は‘
：
：税
率
変
化.に
よ
ゲ
：予
想
ざ
れ
る
收
益
性
の
変
化
に
打
勝
づ
、て
、
と
く 

に
：好
況
期
に
は
強
カ
か
投
資
政
策
を
推
し
省
め
る
よ
う
に
働
く
。
：

/

し
た
が
0

て
-

の
種
0 .

投
資
決
意
に
づ
：い
て
は"

収
益
性
の
観
点
：の
み
、か
ら
企 

業
課
税
の
阻
害
効
果
を
過
大
視
す
る
匕
と
は
穏
当
を
欠
く
と
い
わ
ね
ば

*

ら
な
い
。
：：

(

第

一—*
に
：
考

慮.さ
：る
：ベ’
き

点

は,'
投

資

の

利

潤

弾

力

性

が

通

常
 

予
想
さ
れ
て
い
る'
ほ
ど
大
で
な
い
と
す
れ
ば
、
限
：界
税
率
が
高
め
ら
れ
て
も
投
資
：に
対
す
る
影
響
力
は
重
大
と
み
な
す
に
当
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
い
ま
前
提
と
し
て
、
投
資
は
す
べ
て
あ
る
.一
定
の
最
低
予
想
税
引
収
益
率
を
保
証
し
な
け
れ
ば
行
わ
れ
な
：い
と
仮
定
し
よ
う
。
投
資
を
I
、.

•
-
-
-

税
引
純
収
益
を
R
、
投
資
の
利
潤
弾
力
性
を
E
で
表
わ
せ
ば
、」
J
/
J
=
J
a
Ĵ
•内
そ
れ
ゆ
え
：:」

透
^

が
ー
定
と
す
れ
ば
卩
せ
が
小
さ
い
ほ
ど
増 

税
に
よ
っ
て
収
益
が
削
減
さ
れ
て
も

、

投
資
は
大
き
な
影
響
を
蒙
る
こ
と
は
あ
り
え

.
な
い
。
:こ
こ
で
の

問
題
は
、'
:
一
.般
に
E
が
大
で
あ
る
と
想
定

,
 

' 

.
へ4)

.

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
果
し
て
現
実
に
早
が
大
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
か
か
づ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
も
し
も
E
が
.な
ん
ら
か
の
理 

由
に
よ
り
通
常
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
犬
で
な
い
と
す
れ
ば
、
税
率
引
上
げ
に
よ
る
投
資
；の
減
少
も
大
で
众
い
と
結
論
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

」

こ
の
ほ
か
に
も
抑
庄
的
効
果
を
緩
和
す
る
要
因
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
-
で
き
る
が
、
一
般
的
ヒ
い
え
ば
、
企
業
課
税
に
よ
る
投
資
誘
因
抑
圧

• 

- 

. 

, 

:  

. *  

.

.

. 

. 

-

効
果
は
投
資
決
定
に
当
っ
て
か
な
り
の
童
要
性
を
も
ち
う
る
が
、
通
常
想
像
.さ
れ
て
.い
る
よ
り
も
か
.な
り
限
定
さ
れ
て
い
.る
も
の
と
考
え
ね
ば
な 

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
好
況
期
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
収
益
率
が
か
.な
り
高
く
、
増
税A

T

い
う
阻
害
要
因
を
排
除
す
る
に
足
る
も
の

で
あ
れ
と
層
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
不
況
期
に

.お
い
て
は
、
減
退
し
つ
つ
あ
る
予
想
収
益
は
投
資
決
意
疼
不
利
に
作
用
し
、

租
税

要
因
も
強
力
に
抑
馬
S

I

.

け
る
で
I

う
。
そ
れ
f

露

讓

|

_

に
お
い
て
、
_

麗

の

：も
つ
|

隱

抑

|

果

の

慶

. 

を
そ
の
都
度
評
価
す
る
必
要
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
/'

。：
：

. 
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f
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o
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Corporation 

f

 

m
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备
 

§
1

I

I

 M
a
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1
960

 

奪

.
d
け

:—
て
想
定
し
た
よ
う
な
、
企
業
が
あ
る
所
与
の
最
低
限
度
の
予
麗
収
益
率
を
投
資
決
定
の
政
管
？

^

t

^

J

^

w

^

c+
a

p

f

l

v

i

o

n

b

n

w

e

^

^

^

^

^
 

.

(

ノ
 

:

"

す
1

の
弟
I

力
性
の
値
は
、
ど
の
程
度
の
.

規
模
か
未
確
定
で
あ
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
上
野
氏
の
実
証
分
析
に
よ
る
と
'
 

I

 

•

の
績
業 

.

ぉ
け
る
醫
投
資
函
数

Q

時
系
列
弾
性
値
は
？

八〜

一
.

〇
で
あ
る
の
に
く
ら
,

f

:

ス
.

'

セ
ク
f

 

I

 

J
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:

.
'

〜

=:
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V B
c

,

p

s
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」

V

な
つ
で
い
る
。
i

野

辕

著
：
|

経
済
I

嚴

攀

的

分

折」

ユ
^

^

^
 

’ 

、
.

ン
弾
4

」

.
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八

〒

〇

て

,
な
り
大
き
く

(

だ

“
は

|
犠

好

，

べ
き
第
ー
_

な
ニ
般
的
緩
和
篇
に
加
ぇ
て
、
i

特

別

措

の

う

ち

I

中
的
に
現
わ
れ
て
：い
！

税
法
に 

鍾

#

i

身
冗
巧
パ
錄
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
。
直
接
的
な
租
税
特
別
減
I

特
別
f

叛

、.：諸
準
備
引
当
金
が
そ
れ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ 

ぐ

緩

I

I

レ

で

作

用

し

て

i

か

未

確

定

で

あ

^
^
^
^
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內

部

金

融

ど

外

部

金

,

？
ぐ

-

::

レ
'

「

鼻

：
.
”
 ̂

'

利
调
課
税
亦
民
間
■

水

準

器

庄
f

作

用

は

、

：： |

自
体
を
低
下
I

•

寒

通
.
^
 

r

f

る
羞
を
通
じ
て
も
相
用
す
る
と
ど
は
、、'
前
激
の
始
め
S

■
::
租
税
政
策
と
企
業
の
活
動
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四
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八〕

て
重
要
な
決
宠
要
因
と
な
^
か
ら
、
：企
業
課
税
S

う
：て
企
業
の
利
用
し
ぅ
る
内
部
資
金
量
が
削
減
さ
れ 

可
能
性
に
ど
.の
^ :
ぅ
な
影
響
を
%
だ
ら
^
で
あ
ろ
\
が
。
.
.こ
.れ
が
本
節
で
€>
;
:課
題
で
‘

る
9;ソ
.

？

 ̂

.
'

ゾ.

,

,

企
業
®

金
調
I

泉
I

部
資
金
と
外
部
資
金
と
に
大
別
す
れ
ば
、
内
部
資
金
中
の
社
内
留
保
は
I

課
税
に
よ

つ
て
大
き
く
削
減
さ
れ
る 

.か
ら
、
ぃ
ゎ
ゅ
る
星I

融
：は

继

面

煮

す

で

に

_

な
制
約
を
蒙
ら
ざ
る
を
え
な
ぃ
。
企
業
課
税
f

る
内
部
資
金
の
減
少
は
、
.
も
ぢ
ろ
ん 

減
配
に
よ
つ
て
.一
定
屢
ま
で
償
：ぅ
こ
：と
が
で
き
る
が
、
社
内
留
保
率
よ
り
も
配
当
率
を
優
先
す
る
わ
f

法
人
企
業
の
•慣
行
を
考
慮
す
れ
ば
、
 

.企
業
課
税
に
I

純
利
■
.

の
削
減
は
、
ほ
と
ん
ど
確
実
に
社
内
留
保
の
減
少
に
導
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
企
業
課
税
は
、
企
業
の
商
己
金 

融
俨
ヵ
を
ま
ず
;|
|
減
す
る
こ
と
ー
に
よ
り
、
内
部
賢
_

り

外

部

資

编

へ

と

投

資

資

^
^

こ

の

ば

あ

い_
己
逢
方
式
は
、
企

霧

側

)

か
I

f

 

I

.完
 

.過

度

の

留

保

が

収

益

力

あ

る

：既

存

馨

定

I

の
み
の
拡
張
、：
過
剰
投
資
や
企
寒
の
集
中
化
に
傾
き
や
す
い
こ
と
が
震
さ
.

e
v

い
る
。
ま
た
撒
.

^
 

a 

X

け
れ
ど
も
社 

会

的

に

は

、
：企

業

の
I

I

す

る

義

の

批

判

、
，
企

業

か

ら

個

き

：

'

再
分
.f

い
ぅ
視
点
か
き 

.
な
い
。
し
た
が
？
I

業
自
身
に
f

て
は
，
安
価
な
資
_

コ
ス
ト
i

l

 

金
に
対
す
る
依
潰
が
高
ま
る
は
ず
響
る
。：.と
I

部
資
金
よ
り
外
部
資
金
S

す
る
：依
存
度
.が

き

わ

め

て

高

い

。
ニ
こ

S

度

の

外

部

資

金

依

存

度
$
 

^

発

展

テ

ン

ポ

に

，よ

っ

て
説
明
す
る
こ
と
.が
で
き
て
も
、：

法
人
税
.を
中
枢
と
し
て
加
蓮
化
さ
れ
た
企
篥
課
税
負
担
の
増
大
の
み
に
上
り
説
明
を
与
え

る
こ
と
は
も
と
.よ
り
困
難
.で
あ
る
。
：企
業
課
税
に
よ
る
自
己
資
金
の
削
減
が
、
直
ち
に
企
業
の
外
部
資
金
依
存
体
制
を
生
み
だ
す
と
結
？
 

と
は
で
き
な
い
。
-

■ .

■

;

:

 

...

.

.'⑵

.
株
式
.•借
人
金
资
金
調
達
ど
法
人
税
措
置
パ
：

：.'へ

.
‘

奉V 主要法人企業资金の使途および源衆

M

禅 内 留 保  

減 価 M 却 

小 計 (内部資金）

株 式

社 m
:金融機開長期借入 

专の他の阐荬負債 

傘融機関短期借入 

その他の流_ 負傲 

小 計 (外部資全）

3.0 15.5 8. 6 11.3
6/3 7.3 7.8 14:4

13.7 14/9 15.0 10.3.
1.8 1.1 2.8 1.2
9.8 8 .1 12.8 い 11.9

40.5 30.5 28.3 31.7
(75:1) (77.3) (75.3) (80.7)

租
税
政
策
と
企
業
の
.
活
動

:
•■
し
か
し
法
入
税
負
担：

が
増
加
す
*
ば

、
へ
企
業
：が
：追

加

的

投

資

の

た

め 

. ;
に

外

部

資

金

源

€
:

侬

存

す

べ

：き

誘

因

が

増

加

し

た

；
こ
，
と

は

認

め

.る
こ
と 

:

,:

•

が
.

で
.

き

る

。I
:

企
業
の
：外

部

資

金

依

存

度

は

、

.'3
外

部

資

金

：の
利

用

可

能 

ゾ':
.性
と
:;
'
(2
)
外
ぼ
虜
廣
疋
対
す
る
淦
業
の
受
入
*-
欲
：に
ょ
カ
決
定
さ
れ
ょ 

.

ぅ
^
こ
と
で
の
間
題
は
ブ
吏
に
^

^
マ
て
、：

税
法
が
規
定
す
る
法
人
税 

_

措
置
に
ょ
り
外
部
資
.金

の

選

択

に

つ

い

て

金

業

が

い

が

'
な

る

影

響

を

ぅ

61
,:

,:

企

業

界

投

資

：の

長

め

の

.資

益

を

外

部

.が

ら

調

達

し

な

け

れ

ば

な

ら

な 

^

ン
い
と
き̂
刺
用
し
ぅ
る
調
達
方
法
は
大
別
し
て
了
⑴
株
式
発
行
、

⑵

«
 

19
.
.券

:^
行
、
(3
)
金
融
機
関
か
ら
办
借
入
れ
の
三
つ
で
あ
る
。
⑴
に
よ
っ
て 

|

 

.調
達
さ
れ
た
資
名
に
対
上
て
は
企
茱
の
収
益
に
..応
.じ
.て
配
当
が
支
払
わ 

W 

.れ
、
(2
)
:
と
(3
)
に
ょ
0
て
_

達
^
れ

る

資

金

，
に

対

し

、
て

は

、

あ

ら

か

じ

-
め 

|

パ
_

め

ち

れ

た

利

子

率
^

.0
;
り

利

子

：が

支

払

わ

れ

る

。

,
こ
：：

こ

、で

は

⑴

を

株
 

式
：資
金
調
達
と
ょ
び
、
⑵
と
⑶
を

一

括
し
そ
借
入
金
資
金
調
達
と
ょ
ぶ 

^
••
，■
こ

と

し
 
i
 ぅ

。
.

：

 

.

I

:

'こ
の
ニ
ー—つ
^

資

金

調

達

方

法

に
' つ

い

て

規

定

す

る

：税

法

：に

か

ん

し

屢 

^

々
指
摘
さ
れ
务
批
判
腐
は
;-
'
法
人
：歡

は

資

金

3
.-
.ス
：
ト

の

面

で

借

入

赵 

資
金
調
達
ー
に
プ
レ
ミ
ア
ム

'を

与

え

、.株

武

資

金

調

達

に

：ベ
.ナ

ル

チ

ィ

を 

V

.

. 
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課
^

そ
れ
に
よ
り
企
寒
9'資
本
構
成
上
に
不
均
衡
を
も
た
'ら
'す
：と
^
う
^
:
ど
.：で
^

^
。：>株

武

資

金

調

達

嗟
^

^
ば

轉

い

咪̂

ン
ー
部
ゼ1.
て
*
^
«
の
;«
税
^

^

&̂
る
_
:
:
;#

次
^ '
« :
^
調

違

に

：よ^ '
ば
；あ
^>
^

:

い
。_そ
れ
ゆ
え
税
法
が
規
定
汁
る
£
-0
.輝

の「

差
別
待
遇
か
{
<
^

%
ば
，
--
;
资
金
調
達
ぬ
.藍

'-
で
借
入
金
に
依
存
す
る
方
.が
株
式
^
依
存
す
：る 

よ
り
も
資
金)

：コ
：
ス

ト

は

安

く

散

る

-
法

人

：税

は

か<;
.で

企

業

を

：じ
：で

株

式

よ

；り

も

借

入

金

ち

 

と 

..り
わ
け
税
率
が
き
^
め
^
高
め
今
日
に
积
い
て
は
特
に
そ
^
効
果
ぼ
著
じ
 ̂

X.,

■
v>
ま
所
耍
の
投
資
額
を
.
I
、
.'
借
入
金
資
金
調
達
の
ば
あ
い
の
利
子
負
担
率
を
く
、
株
式
資
金
調
達
の
^

あ
い
の
.配
当
負
担
率̂

^

^

税

率

を 

人

：.

」

税
込
所
得
を
玟
、
叙
引
所
得
を
苜
：と
す
る
。
借
入
金
と
株
式
の
：和
の
枳
^̂ 

税
引
所
得
は
そ
れ 

ぞ
れ
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。：

べ

'
,
:.'

s
 

p

p
l
^
l

-

p
 

■
■

(2)  

！ R
H

(
lli{

)
R

I
^

'

. 

-.
 

V  

:

ン
 

/ 
:
:

ゾ
:

:

.
 

: 

■ ■
'

:
こ
こ
で
P—

今
は
税
込
所
得
率
を
、
：p '
i)  
^

は
借
入
金
資
金
調
達
に
よ
名
ば
：あ
：い
：の
〒
ス
ト
、
..
は
株
式
資
金
調
達
：に
よ
る
ば
あ
い
の
コ

. 

.

.

.

.

.

.

. 

' 

- 

-

.•  

. 

-
»

■ス
ト
を
表
あ
す
.ニ
.；つ
。の

-«
金
調
達
の
も
た
ら
.す
資
金
0.
限
界
"コ
.ー'ろ
小
率X

観
点
を
..か
え
.れ
ば
投
資
の
限
界
収
益
率)

は
そ
れ
.ぞ
れ

(
3
)

 

c
s

/
f

p

—

s

>

 

-
、

'

■

.

I

 

. 

.
た
龙
し
0
6<
1

(
4
)

 

d
-

R
F

—
v

 

.ソ

ノ

.

で
あ
っ
て
ニ
つ
の
異
な
っ
た
資
金
調
達
方
法
に
よ
っ
て
相
等
し
い
■限

界

コ

ス

ト

率

を

：う

る

た

め

に

は

'

税

率

6
は
常
に
.
1
よ
り
小
さ
.い
か
ら
、

(1

丄K
<

e

 

.

と
な
っ
て
借
入
金
に
よ
れ
ば
株
式
に
よ
る
よ
り
も
資
金
コ
ス
ト
は
安
く
な
る
と
い
え
：る
。.
，
だ
：
と

す

れ

ば

、

.と
：
の

.1.

一
つ
の
外
部
資
金 

源
選
択
に
つ
い
.て
、
法
人
税
が
一
つ
の
決
定
的
役
割
を
演
ず
る
と
い
う
こ
と
.は
、.
杏
定
で
き
な
'い
よ
：う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
'中
夬
資
本 

市
場
に
事
実
上
接
近
す
る
こ
と
め
で
き
な
い
中
小
企
業
.を
別
と
ず
れ
ば
、
こ
の
ょ
ぅ
な
選
択
を
な
し
ぅ
べ
：き
地
&
、
に

ぁ

る

法

人

企

業

の

；
資

本

構

成

に
.か
.な
り
の
歪
み
を
与
え
る
は
ず
で
あ
る
。

へ 

.
•

• , 

.

.

.

.
 

'
 

:  

. 

. 

•
.
.
.
.ン
 

.

し
か
し
こ
の
歪
み
.言
正
す
る
よ
う
：に
働
き
か
け
る
メ
.力
ニ
；ベ
ム
嘉
在
し
な
い
わ
け
.で
^

^

一：：.に
、
こ
れ
ま
で
税
込
所
得
R
は
常
に 

フ
ラ
ろ
と
暗
黙
に
仮
宠
U
T
き
た
■が
ぐ
か
り
に
不
況
期
に
.お
い
で
ゼ
ロ
ま
た
ぼ
マ
ィ
ナ
S

株
式
の
ば
あ
い
は
欠
配
が
で
き
.る
が
借
入 

金
の
ぼ
^

い
は
利
予
を
負
担
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
4
。
.ぞ
：
の

疲

果

、
' '
株

式

で.の
：贤
金
与
ろ
^

く
な
る
.が
不
況
期
に
は
安
く
な
る
は
ず
で
：あ
る
。
.も
ち
ろ
ん
前
述
の
よ
う
に
；.
'
走
業
が
配
当
.を
優
先
し
好
況

. '
.

:不
況
を
通
K

て
配

当

平

均

似
政

策

 

.を

と

る

こ

と

に

よ

；り

、

V
.

钷

当

率

が

安

笼

的

傾

向

を

4
0:
て
.
い
る
こ

i

を

杏

定

す

る

も
.
し

か
.し
；觀

入

金

，の
資
金
コ
ス
：
ド

が

常

に

相

対 

的

に

安

価

で

あ

る

と

い

：う

.固
定
観
念
を
茶
定
す
る
■證

る

も

.の
’で
あ
ろ
穴
._

の
^
精
!
1
ー
層
強
化
さ
れ
各
:-
9
好
泥
期
に
企
業
が
利
潤
^
あ

げ

て

：い

を

限

り

：で
泳

^
^
^

と

な

る

：の

に

対

し
、
’
:
:
借

入

金

の

：

s

あ

い

綠
_

控

除

さ.■

 

f
の

利

潤

が

課

税

所

■

だ

眷

そ

の

：_

り

で

は

借

人

金

の

方

が

有

利

で

'
あ 

る
。

.し
か
4
不
況
期
に
企
業
が
欠
撗
を
だ
0

た
.ど
ぎ
に
は
、ぺ
#

述

盡

牟

間

の

，
量

る
マ
ィ
ナ
X
の
税
金
が
で
'
'̂く
る
办
^
、；
借
入
金
に
よ
れ
ば
税
の
払
戾
限
度
ば
そ
れ
だ
け
服
定
^ -

-

れ
ざ
る
を
え
.な
い
。'.な
：：ぜ
:̂
ネ

^̂
^̂
つ
た
ん
税 

-込
所
得
ヵ
ら
控
除
さ
^

た
利
子
'は
私
馬
^
さ
れ
る
こ
.

ど
：は
な
い
か
ら
|

>

あ
る
。':〉

^

^

.

に
±

が
資
金
^

^

で
あ
れ
ば
、

—

よ
り
払
戾
限
度
が
相
舊
に
拡
龙
さ
れ
' 

賢
金
.コ
ス
K
を
低
下
さ
：せ
_

用
を
期
银
で
き
を
-.
-そ
れ
ゆ
£
、';
;
;配
当
&

寒
修
減
税
率
ニ
八
％
も 

考
慮
I

め
て
、
ニ
般
#
現
符
_

税
法
の
も
と
で
は
、'广

徵

入

金

資

金

調

違

电

方

跑

衝

に

脊

利

で

あ

|

は
ー#

難

い：。

.:

：'-
l

. :
.

借
入
金
資
金
調
、
 

.達
の
'マ
ス「

!>
::ば
、:-
.景
気
変
動
の
.备
_

_

よ
'り
異
な
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
.い

。

-.
.
'■
.
.

.
:繰

返

し:：
て
¥

§

、
：
；. '

'

«

人
廉
は
確
加
虼.

_

よ
か
も
撕
入
金
の
.利
用
を
助
長
幸
る
傾
向
於
あ
る
'0
:け 

惡
化
：は.

株
式
市
場
忙
おa :

を
■

該
■

業
：の
*

佩
の
：低
落̂
1

掛
ぎ
、
株
式
資
余
調
達
は
へ
一
％

困
雛
ぉ
な
る
で
あ
な
う
，
；加
栽
て

£:
:
&
史
サ
指
摘
ざ 

ホ
た
諸
^
と
と
も
に'.

;-
>.

ズ

に
; ^

が
国
..

の
金
« .

に
分
い
.
：で
_
づ

:
租
税
政
策
と
企
深
の
活
動
.：
..
,
'

:
■

' 

, 

. 

V

h ;
;

,
l
a
J)

.へ



.び
や
か
さ
れ
る
と
い
う
懸
念
も
も
た
れ
て
’い
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、.-両
資
金
調
達
方
法
の
選
択
に
さ
.い
し
て
の
法
人
税
の
効
果
ば
、
あ
く
ま
で

も
そ
の
一
決
定
耍
因
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
‘う
"
な
ぜ
な
ら
ば
、
企
業
の
資
本
構
成
は
法
人
税
の
ほ
か
に
、
収
益
性
、
危
険
要
因
、
経
営

. 

. 

:
 

: 

. 

. 

：
 

- 

, 

. 

. 

- 

. 

- 

(

2
.)

- 

権
，
将
来
の
資
金
調
達
の
伸
縮
性
等
に
関
連
し
た
諸
力
の
：

V

ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
決
定
さ
，れ
.る
か
ら
で
.あ
る
。

•⑶
特別償却
制度，
のもつ資金効果.

.

.

、
ノ

'

.

'..
^

:

黎
歡
_

0 '
:表
つ
，

資
金
歡
麵
葬
を
紘
和
ず
妒
要
因
と
这
で
ミ

 

つ
效
果
を
ぎ
ず
検
討
す
'ベ

き
で
あ
ろ
う
へ
こ
こ
で
は
現
行
の
特
別
«
-^
制
度
が
%-
た
ら
す
貧
金
効
果
に
触
れ
る
に
と
ど
め
.よ
う
。
も
と
も
と
：特
別
償
却
制
度
の
狙
い
と
す
る
.

と
.
な
ろ
は
-

(1
-)

企
業
_

自
西
» .
:

奢
&

充
実
、'感

讓

進

渉

導

入

の
_

進
、

〔

：(3
)

^

‘ 

- 

.

.

. 

.

.

.
 

.

.

固
定
資
産
：の
償_

を
加
速
化
す
る.
-

ど
疙
よ
り
>1::

課
税
&:

顯
期
に
：よ
る
予
想
報
酬
値
办
增
加
ど
資
金
回
収
伲
進
に
よ

.
る
危
険
負
担
0

;軽
減
と
が
な 

:

さ
れ「

と
り
わ
隊
投
資
资■金
の
利
用
可
能
性
を
拡
充
し
、
か
く
し
て
投
資
能
力
の
増
加

.
に
有
効
で
.
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
：な
げ
れ
ば.な
ら
な
5
，

'

 

^

托
が
も
現
行
の
特
別
儂
却
法̂

:'
';'近

代

低

合

座

低

女

_

^;
必

要

ど

ず

衣

取

定

の

機

械

設

備

に

限

令
 

:t 

般 &

'0
-
-''ぃ
.で
"
雾

_

<:
:

»-
'
用

ざ

批|)
')(「

'.

か
■

の
を
認
で
、
：

#別
償
却

^1
:

般
化
.と
レ
て
め
加
速
览
償
规
の
澈 

.

I

に

成

長

企

業

：
の

I

增

處

f

 
I

I
摘
さ
れ
ね
ば
：項

な

：零

性
0

増
大
.が
：、':
直
：ぢ
に
搜
資
増
大
に
結
び
つ
ぇ
と
皤
考
£
.

に
ぐ
1 :
0

ン
成
長
1 >
^

ら
づ
あ
る
新
企
寒
で
：あ
れ
ば
々
操
式
に
.よ
ふ
資

,

• 

■ 

. 

:
 

. , 

'
 

. 

.  

•  

'
 

'

.ヶ
借
入
.金
の
依
祥
度
は
大
^ :
く
、'ポ
つ
：ま
た
.設

立

当

初

は

大

き

な

収

益

は

期

待

で

ぎ

な

い

：か

ら

-'
.投

下

資

金0 :

■
 
'

.

 

...
 

.

償
.却
は
、.
法
鄭
税
#

の
直
接
的
な
引
下
げ
ギ
ト
ば

「

る
が
に
有
利
で
あ
を
。
':

ぞ
れ
.ゆ

ぇ

：
加

速

：度

償

却

ば

、

;:

企
業
十
般
に
1̂

.

.. ノ
 
-

ば
、

：

成

長

企

業

に

：と0'.て

特

に

有

利

に

作

用

し

'、

■
海
人
税
率
の
引
下
げ
が
全
企
業
の
資
金
商
を
：5

に

改

善

す

る

も

の
.と
較
べ
、
-経
済
成
長
政
策

.

.

.

.

.

、
■

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

: 

'

•0
目
的
に
.か
な
う
"で
あ
ろ
う
。.：
.へ
へ
.
;'
、 

■.

丨
成
長
也
業
の
ば
あ
..い

に

も

、
，
資

金

能
*

の
'増
大
は
内
部
資
金
の
改
善
を
も
た
ら
す
：が
、
.
-.
'

そ
れ
が
投
資
増
加
に
結
び
‘つ
く
過
稈
は
：一
様
で
は
な

,

- 

- 

.

.

.

.

.

.

い
。
.内
部
資
金
に
よ
る
：投
資
に
蜇
点
を
お
^
成
長
企
業
は
’
資
金
能
カ
の
増
大
に
よ
.？
て
直
接
に
.投
資
増
加
に
努
：め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
 

外
部
資
金
に
多
く
投
資
源
泉
を
依
存
#
る
成
長
.企
業
で
は
、
,株

式

発

.^
に
i

つ
：て
よ
り
多
く
の
'資

金

を

え

よ

う

と

ず

れ

ば

、

'.
'
.
'
配

当

引

当

金

を

増

加
 

し
て
証
券
市
場
に
お
け
る
み
ず
か
ら
の
株
価
.を

有

利

な

：水

準

に

ま

で

高

め

る

.よ
'̂
,に
努
め
、';

つ
，，ぎ.の
.株
式
発
行
に
'よ
る
資
金
調
達
を
容
易
な
ら
し

む
る
で
；あ
ろ
う
。'
ま
た
同
じ
'外
部
資
金
で
も
、：
•
•借

入

金

：に

依

存

す

る
.こ
と
の
多
い
成
長
企
業
は
、
資
金
構
成
の
改
善
を
図
り
,;
借
入
条
件
を
有
利

-. 

.
 

.
 

.

.

に
す
る
よ
う
間
接
的
に
働
き
か
け
る
で
あ
.ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
.て
も
、
加
速
度
償
却
に
よ
る
資
金
能
力
.の
.

強

化

が

/
どの
よ
う
な
経
路
で
投
資
を
促

J 

1 

« 

- 

•

 

• 

: 

.

.

.

.

.

.

.
 

r.- 
.
 

J
 
.

進
す
る
：か
は
、
個
別
企
業
：が
採
用
す
る
配
当
政
策
と
い
う
瞹
昧
な
要
因
が
混
入
す
る
：こ
と
：に
よ
力
、，
厳
密
な
定
式
化
を
試
み
る
：こ
と
は
困
難
と
な

• 

.

.

.

.

.

.

る
。
特
別
償
却
は
そ
の
適
用
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
：め
、
:.
'
そ

の

資

金

効

果

を

一

般

的

企

業

の

水

準

で

：評

価

す

る

こ

と

は

:'
'
ニ

層

慎

重

で

な

け 

れ
ば
な
ら
な
'い
で
あ
ろ
う
'0
:
.り
...ノ
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1)

林
栄
夫
.

：「

企
業
の
資
本
構
成
と
金
融
財
政

」
「

金
融
財
政
講
座
第
四
卷
所
収
、
：
；
一；
六
五
裒
以
下
参
赔

。
.-
:
.
、
. 

V 

•

'■

.

.

. 

ベ

，

. 

.
.
.
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: 

.

.
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T
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p
ita
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C
o
rp

o
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tio
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F
in
a
n
c
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th
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 T
h

e
o
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o-
f In

<;e
s
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e
n
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A
m

e
r

i
c

a
n

 

E
s

n
o

m
l
c

R
e

v

穿

J
g

e
,

:1
9
5
? 6
-

田
村
茂
：：

「

企
業
金
融
問
題
に
对
す
る

.ー
つ
の
.接

近
1-
^
慶
.応
大
掌
商
学
会
商
学
年
報
0

、
—*
九
六
^̂

■

''
転
嫁
と
资
本
構
成
.へ
.の
：影
響
に
つ
.い
て
齓
れ
る
、予
定
で
あ
；
つ
た
が
？

紙
数
め
：制
約
の

.な
め
他
.日
の
擦
会
に
：譲
.る
。'
,
_

«
，
、
11161:
>
、卜
.1
>.
 

S
helto

n.;

.

.

.

.

E
se

c
ts..  o

f^
s
h
ilte

d
o

o
rp

o
ra

te
.  In

c
o
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e
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a
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n
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J
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u
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E
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e
p

r
1
9
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参
照
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：：
産
策
計
画
会
議「

減
辄
償
却
制
度
は
い
，が
に
改
善
す
.
.べ
き
.か」

“
産
業
計
画
会
議
第
九
次
レ
コ

メ

、
ン

デ

ー

シ

3'
'
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,
ー
九
丑
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申
#
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最
終
需
要
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效
果 

''
.
'
.
.
:
.'-.
;;
'

',
.
.

へ
;.;べ

 

'
^
^
 ̂

:'
.

.

.

. 

. 

- 

:

:
(!
)

:'
-

企
寒
の
価
■

-■
•

產
出
量
政
策
と
租
税
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,
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b
企

業

が

：
.；

b

定

の

.経

禮

訛

画
t
従

.^
て
、
：
生

産

*

素

を

購

入

^
最
終
生
産
物
を
市
場
に
供
給
す
る
ま
汽
企
業
に
対
也
^
課
せ
ら
れ
た
耀
々
.の
a

祖
税
政
策
と
企
業
の
活
動 
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三
七
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三
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四
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- 

税
は
、
そ
の
間
に
い
か
な
る
作
用
を
お
よ
ぽ
す
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
八
#

は
、：
租
證
舞
の
変
化
を
み
ず
か
ら
の
価
格
，•
産g

g

量
政
策
に
ど
の 

.よ
う
に
反
映
さ
せ
対
処
し
.て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
か
。
 

. 

、

:：

巨
視
的
■

唐

；_

_
#

•
 

策
は
当
該
_

藥

接

■
'

さ
れ
た
租
税
に
よ
り
影
響
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
企
業
や 

ノ
家
削
：I

さ
れ
_

税
に
よ
っ
T ;
;
も

馨

的

S

響
を
う
I

,

比
較
静
学
.
1

.
ヵ

つ

他

；の

条

件

が

等

し

い

と

し

て

、

.'
'.-そ

の
よ
う
な
租
观
の
変
化
が
導
入
さ
れ
る
と
経
済
自
体
は
そ
れ
に
対
し
反
応
を
、示
し
、
新
た
：な
均
衡
I

刹

'
達
.

ま

で

璧

響

違

け

I

■

あ
る
。
.一I

企
f

養

の

，

 

I

認
め
る
か

も
し
ホ
/

V

::
;1.咏
：し
：ー,'
-.般
御
に：

は

.た
と
.え
は
特
定
生
産
物
に
消
費
税
が
！！
せ
ら
れ
る
と
、へ
そ
の
財
の
価
格
は
他
の

射

に
く
ら
ベ
て
相
対
的
に 

■ ^
化

す

る

相

廣

歲

格

廳

化

は

處

の

相
^
的
■
化

を

ま

ら

し

、
当
該
企
業
温
格
‘
産
出
着
策
に
も
変
吏
を
迫
ら
れ，

 ̂

.賃
銀
等
に
本
変
|
塵

言

で

あ

ゐ

う

>
太
の
調
整
過
程
|

い
て
、
企
,

最
適
価
格
お
よ
び
船
出
量
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
企
業
自
身 

が
支
払
つ
I

費
税
額
と
:-
_

が
実
際
に
負
担
し
た
額
と
.は
、
必
ず
し
：
i
 

企
業
は
消
費
税
負
担
を
免 

れ
よ
う
と
意
識
す
る
t

な
V
力
1
拘

ち

-:
^

義

の

,

政

謂

し

彦

づ

'て
租
税
9
転
嫁
が
生
ず
る
。'
そ

の

：
と

き

フ

.
麗

さ

れ

た

生

套

の
 

佃
^
ヵ
朽
よ
り
九
^

^
^
^
げ
ら
れ
ノ
產
出
量
が
仏
^
り
Q,
.に
削
減
さ
れ
た
>
す
れ
ば
"
：需
要
：者
に
前
転
.さ
れ
た
税
額
は
，

(

^
|
;
?
。'£
ぐ
で 

あ
る
。
こ
れ
に
■

ノ
可
赞
費
用
率
が
：

d

よ
りc

5

に

引

き

下

げ

ら

れ

、
、
可

変

生

產

麗

量

：が

¥0
:.か
ら
V ,
:に
削
減
さ
れ
た
と
す
れ
ず
、
.可
変
生 

産
要
素
の
供
給
者
に
後
転
さ
れ
た
税
順
は
.
.

(C
。

丨
S
V

。
で

き

。

結

局

、

企

業

に

課

せ

ら

れ

た

消

費

税

ぶ

ど

の

範

囲

ま

で

：前

転

あ

る

：.い

は

後

転 

さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
'主
と
し
て
版
靡
さ
れ
る
生
産
物
の
需
給
の
弾
功
性
と
購
入
さ
れ
る
生
産
.要
素
の
需
給
の
弾
力
性
に
依

存

す

る

。

そ
れ 

ゆ
I

費
税
餐
せ
ら
れ
た
企
寒
に
即
し
て
み
れ
ば
、;
問
題
は
、
_

 

⑵

市
 

場
に
お
.け
る
価
格
形
成
.の
‘：：メ
ネ
|ー
ズ
.ム
：
と

に

し

ぼ

ら

れ

る

で

，あ

ろ

爲

 

V
'

:
;

:
.

ほ
ぼ
同
廣
の
事
情
は
、

潤
に
対
し
て
課
言
れ
る
と
.こ

ろ

の

法

人

税

に

つ

い

て

も

認

め

.ら

れ

る

。
。
た

だ

消

費

税

の

ば

あ

い

に

は

、

一

般

.

に
需
給
の
弾
力
性
^

一
意
的
に
依
存
し
て
い
旮
と
考
え
^
れ
て
い
る
の「

に
対
-1
>
、：

法
人
税
の
ば
あ
い
ぱ
市
場
形
態
が
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
：な
ら 

な
い
。
.す
な
わ
ち
»
占
お
ょ
び
完
全
競
争
市
場
を
仮
定
す
れ
ぼ
、
.企
業
が
税
引
利
潤
を
：極
大
疼
す
'る
^

^
な

俪

格

ど

産

出

量

を

求

め

：る

だ

ら

ば

、 

法

人

税

の

祁

き

上

げ

：が

あ

つ

て

；も

阱

ら

か

'に

同

ー

価

格

：を

選

ぶ

以

外

'に

改

善

办

遒

：ば
.：な

ぐ

ク

転

嫁

：：の
可 

企
業
f

兀
全
競
争
市
場
I

I

あ
い
|

':
.'競
争
I

念

^
^
^

レ
ょ
ぅ
.と
.す
：石
.か

も

レ

れ

な

：い
。

そ

の

自

的

：は
：、

税

引

利

潤

を

.少
な
く
す
ぎj

と
に
ょ
つ
て
、
い
か
な
る
新
規
競
争
者
'も

短

期

間

に

そ

の

投

資

：を

*

..

-
.  

V

 

.  

■

.

/
 
‘

■

.  

. 

V- 

:
 

.

,

-
,.
- 

:
.- 

•

 
*

回
収
ず
.
る
に
.た
る
収
益#
あ
げ
る
.
.ご
.
.と
を
不
可
能
な
ら
し
め
るこ
と
：に
お
^
ぐ
^ :
產
出
量
政
策
を
と
る 

な
ら
ば
、
法̂

耽
©

増
徴
に
応
じV

価

格

，は
：孙

ぎ

上

げ

ら

れ

、

.

糖
負
抵
呔
轅
嫁
さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

(

い
ま
一
：
う
問
わ
れ
る.べ
き
転
嫁
の
プ.
ロ
：セ
.ス
： 

ー
は>

免
働
者
べ
の.
法
人
税
負
抵
办
後
転
で̂:
:

る
.0

法
人
税
の
増
微
に
と‘

な
ゼ
で
，'
税

負

担

額

だ

.
げ

賃

銀

ボ

準

が

切

ヴ

下

げ

ら

れ

た

ば
 

完
全
転
§

が
生
じ
た
と
い
わ
れ
る
。；

「

ま
た
労
働
の
生
產
性
の
增
加
匕% :
拘
^

ず
ぐ
：法
人
税
の
；増
徴
吖
た
め
貴
銀
水
準
0

上
辣
が
抑
，え
ら
れ
る
と
い

ぅ
麟
で
の
部
分
後
転
も
し
ば
じ
ば
起
$
ぅ
る
現
象
セ
知
句
：.：微
カ
な
労
働
署
組
織
を
ぢ
づ
.企
業
で
：は
税
負
担
の
後
転
が
実
現
す
る
可
能
性
が
キ

.

.

.

.

.

f 

•• 

•
•
•
•
•
• 

.

.

.

. 

. 

. 

• 

' 

.

.

.

.

.

. 

.

る
。
.け
れ
ど
も
強
力
な
努
働
組
合
を
抱
え
不
完
全
競
争
市
場
^
囲

ま

れ

た

企

業

の

ば

あ

：い
；：に

も

、

.:
:
.'法

人

税

後

転

の_可
能
性
：が
あ
る
。
:
な
ぜ
な
ら

一'.-.
.
.
.
.
.

 

'  

-.
 

•
•+■. 

.- 

.
-

ぼ
、
強
力
な
労
働
組
合
は
新
規
雇
用
を
遮
断
.し

労

働

供

給

を

制

限

す

る

こ

必

に

ょ

ヤ

て

ノ

ね

占

利

潤

を

あ

が

つ

ょ

ぅ

企

寒̂
^

き
る
。
レ
こ
の
ば
あ
い.
&

人
税
の
潜
.

は
'

へ
利
潤
钇
削
減1>
.
ま
た
労
働「

の
分
け
前
を
減
少
す
る
：こ.1:^

^

税
負
担
；

の
；：

一.
部
^-
労

働

者

に

後

転

• 

• 

- 

. 

■ 

• 

: 

.
 

.

.

. 

• 

..
 

.

さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

-
-,で
；ば
.賃

銀

が

旁

働

の

生

產

性

に

：キ
つ
；
て

決

定

さ

权

る

な

ら

ば

転

嫁

呔

お

り

え

な

：れ

^

ず
る
貲
銀
に
加
え
て
狹
占
利
潤
0 :
分
：け
前
に
_あ
ず
が
を
こ
と
が
；で
き
_た
苳
い
ぅ

'̂.ど
：：が

後

転

め
1 !
#

と
：な
つ
、て
い
る
。
:、

(2
)
.
:
%
火

耽

転

嫁

と

.懸

 
i
,
.
:
” 

,

.:
パ
：

:

個
別
企
槳
が
そ
の
行
歟

-—
*
'
'

般
_を
決
定
す
る
..に
当
つ
て
は
、

,

返
業
活
動
.に
对
し
課
#
ら
杈
る
各
種
租
税
.は
^
^

い
ず
拟

；^
無
現

す

ぢ

ば

：で

ぎ

妒

い
。
：
.
げ

れt
% :

特

定

：の
企
業
を
別

と
•す
れ
ば
、：
現
段
階
.の
：わ

租
税
政
策
と
企
業
の
活
動

_

H
九

(

四
一
五)



,'ー:̂
論

/:
.
«
は
消
費
税
個
人
可
得
税
そ
の
他
に
比
稿

U

•て
ぎ
わ
だ
■っ
.で
'い
る
と
み
：る
べ，
;̂
で
知
ろ
う
。
.'だ
と
す
.れ
ば
、、
法
人
税
.が

個

別

企

業

：の
：経

：
 

.営
計
画
一
.般
に
い
か
な
る
影
響
を
.お
よ
ぼ
す
か
に
し
ぼ0

て

検

討

を

つ

’け

加

克

.る

必

要

が

生

れ

る

。

と
り
，わ

け

前

節

に

お

い

て

、

_

課

税

が』

 

,ー_

^

^
資

に
_

名
_

_

«
':
«
じ
_

_

ノ̂
_

_
爾

に

課

：せ

齒'.
_
:
は
：
転

嫁

裏

れ

な
_

 

い
た
？
去
人
税
の
転

ぁ
る
。
け
れ
、C

、
短
期
に
限
、っ
て
企
業
麗
の
効
果
を
調
べ
る
と
き
に
は
、，.
こ
の
仮
定
は
少
な
く
と
も
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
尊
誓
れ
て
し
か

V

る
べ
き
：で
：I

戈
。■

味
I

間

題

釋

.

税

_

嫁

漏

奮

想
で
き
る
が
、
転
嫁
に
成
功
し
た
企
業
で
も
学
し
も
改
善
で
き
る
と
‘は
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
論
証
に
.つ
い
て
は
こ
こ
で
去
'れ
>

、
 

と
し
て
も
、
法
人
税
の
転
嫁
が
か
り
に
生
じ
て
い
る
と
す
れ
ぼ
、
そ
れ
は
種
々
の
題
を
新
た
I

起
す
る
は
ず
で
あ
^

.

個
別
企
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
短
期
で
は
法
人
税
は
税
引
利
激
I

減
し
、
投
資
の
収
益
率
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
.あ
る
程
度
®
 

資

を

贫

限

；す

る

と

さ

れ

て

_
>

た

長
■
に

つ
1
て
&
. 

'法

人

歌

が

：設

備

投

资

を

制

限

す

る

：と

.ず
れ
綠
^̂
^̂
^̂
 ̂

.そ
れ

ば

価

格

 

水
準
を
騰
貴
せ
し
め
る
よ
う
に
働
く
と
さ
空
い
た
。
し
か
し
法
人
企
襄
全
般
に
つ
い
.て
み
る
と
、
法
人
税
の
よ
う
.に
課
税
範
囲
の
成
い
租
税
は
、

そ
：I

得
効
果
I

I

る
f

ば
、'.
.'.
;崔
人
f

增
徴
r

:

f

要
と
.総

雇

用

の

：水

馨

引
_

げ

：る.よ
|

作

用

¥

み

ま

減
少
は
価
格
水
準
を
抑
庄
す
f

ヶ

塗

用

す

る

I

あ
'？て

、 .；：

引

き

上

げ

るI

点
f

法

人

税

；
の
：総

需

要

抑

圧

効

果

に

：着

目

す

る

な

ら'ば

’
.
企

業
i

嫁
の
可
能
拉
は
^
当
ら
か
IV :

け
れ
ど
も
わ
'れ
わ
れ
が
経
験
し
た
戦
前
•.戦
後
を
通
ず
.る
ィ
ン「

ア
.'レ
.期
^
扭

：け

，
る

価

格

水

準

騰

貴

の

過

程

を

み

る
 

と
、'.
'事

後

的

に

は

法

人

税

の

：衝

撃

と

は

無

関

係

に

法

人

税

負

揖

の

転

嫁

が

行

わ

れ

、
.•■■
企

業

；
の
：価

格
•
産

出

量

政

策

が

去

人

稗

に

.よ
；
っ

て

著

し

く歪

■  

め
ら
れ
た
と
、い
う
証
左
は
み
い

だ

ず

こ
と
は
で
き
な
：い
よ
う
で
あ
せ 
一I

税
の
増
徴
は
企
業
の
：決
定
.一'般
|

し
好
史
レ
く
な
；1\
影
響
を
与
ぇ

る
で
あ
ろ
う
.
と
く
に
現
段
階
の
よ
5
に

そ

：の
：税

率

が

す

で

に

著

し

く

高

い

：段

階

に

お

い

て

は

-
層
し
.か
り

で

，あ

る

。

し
か
し
問
題
は
そ
の
影
郷

度

を

測

定

ず

る

こ

：と

.に

あ

る

。

個

別

企

肩

の

産

出

に

対

す

る

需

要

水

準

が

異

な

る

に

つ

れ

.て

そ

の

影

響

'

I
度
も
異
な
る
は
ず
で
あ
る
ゾ

^

人
税
め
転
嫁
と
資
本
の
収
I

お
存
資
本
構
成
と
の
：関
係
に
つ
い
て
A
 

le
ts

 

o
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s
h
ifte

d
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f
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op.  

c
it:

参
照
。
企
業
が
法
人
税
の
転
嫁
に
成
功
し
で 

W

3

、ら

に

.た
と
走
は
次
の
よ
I

問
題
に
遭
遇
す
る

.

⑴
.一.一
重
I

問
，

こ
れ
は
‘调
知
0
ご
と
く
、
法
人
利
潤
は
企
業
の
段
階
で
法
人
税
が
m 

.

と
し
て
株
主
の
手
に
渡
っ
た
.|
§:階
で
は
個
人
所
得
税
が
_課
|

れ
る
た
め
、
'法
人
利
潤
は
.

T
f  

一
 

i

税」

さ
れ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
 

け
^

ひ

|

^

が
.嚴
嫁
す
る
な
ら
ぱ
、'
|
が
現
在
享
受
し
て
い
る
配
当
に
2
 

そ
れ
I
 

:、こ
る
根
拠
叙
f

な
ち
さ
る
を
え
な
い
。
.法
人
税
が
転
嫁
さ
れ
る
な
ら
ば
、
も
は
やH

重
課
税
：で
は
な
：い
か
ら

'.で
あ
る
。：.當
 

法 

“
ぴ

通

I

所
得
I

I

す
る
：株
主
S

I

る
と
い
う
理
|

 

•所
得
の
.「

公
平
分
配
卜
！

〜

ノ
税
の
高
I

税
を
支
持
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ.た
。
' し
か
し
も
し
も
法
人
税
说
消
費
者
一
般
I

嫁

さ

れ

る

'と

証

明

さ

れ

る
な
ら
ば
、
.去
人
免
I

 

.

戈

企

業

に

よ

り

I

だ
I

た
財
貨
•
用
役
に
対
す
る
比
例
消
費
税
と
殆
ど
異
な
i

ヒ
^

^

^

ぃ
も
は
や
累
進
課
税
計
画
の
-1

.環
と 

し
て
受
入
れ
る
こ
と
は
困
難
と
f

 

4⑶
法
人
税
と
法
人
企
業
の
規
模
別
再
分
配
、：
法
人
税
が
大
■
人
企
業
，I

し
、
；響

窗

税

率

で

，は
中
小
法
人
に
対
す 

る
よ
り
も
高
率
の
税
率
力
適
用
さ
れ
る
た
め
、

 ̂

u

^

^

X
- 

M 

J

 

X

-
る
リ
“
け

“

人
税
が
転
嫁
ざ
れ
で
い
る
な
ら
ば
、
.
こ
：の
種
の
期
待
も
む
し
：ろ
逆
転
さ
れ
ね
ば
.
I
な
い
。
"表
面
税
率
と
実
効
税
率
と『

間
の
格
M -
{
の
大 

、

わ
々
国
て—

こ
の
塵
は
5

錯
ぞ
て
く
る
が
、•
き
で
は
触
れ
る
余
裕
が
な
い
。T

を
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